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Abstract

In order for Asian English to be legitimated and get worldwide recognition, a variety of dictionaries on Asian English should be compiled and published.  It is also to be desired that, consequently, an authoritative dictionary of Philippine English will be compiled presently.  The lexical range of Philippine English, however, should be decided before its compilation.  This paper discusses the method by which this range should be decided and how wide the lexical range of Philippine English should be.  Ordinary Filipino speakers’ vocabulary makes an English–Tagalog continuum and it can be classified into three categories: (1) Standard English, (2) Philippine English and (3) Tagalog.  There are also two subgroups on the borderlines between (1) and (2) ; between (2) and (3).  This paper examines the lexical content of each group and discusses whether or not each group can be included into the category of Philippine English.  This paper advocates that a rather wider range of vocabulary should be brought into a future Philippine English dictionary as long as that vocabulary reflects the culture and society of the Philippines.
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はじめに

世界には数多くの言語が存在するが、その中には、全貌がはっきりとは知られていない言語も多い。言語には、その文法、語彙、発音を論じた文法書や辞書が現れて、はじめてその存在が意識され、地位が定まってくる側面がある。文法書や辞書のない言語は、そもそも存在自体が疑われることになりやすい。新興のアジア英語も、文法書や辞書が、その文法を記述し語彙の集大成を示すことで、その存在が強く印象づけられ、国際社会の中で認められてゆくと思われる。

大規模で網羅的な辞書が編纂されれば、その影響は大きい。Phil Benson (1997: 130)は、言語の全体像とは、辞書によってのみ理解することができると述べている。従来はややもすれば、漠然とした存在であったアジア英語も、すぐれた辞書が発刊されることにより、全体像が明らかになり、そのことで、英語界における地位が確立することにつながると思われる。実際、その動きがすでに起こっている。久保田(1999)によれば、シンガポール、マレーシア固有の英語の語彙を1,000ほど含んだ英語辞典 Times-Chambers Essential English Dictionary (2nd Edition) がシンガポールのFederal Publications から1997年に発行され、またオーストラリアの Macquarie Library から東南アジア地域の英語辞典が発行の予定である。

フィリピン英語も、その全貌が明らかになり、その存在が認められるためには、権威あるフィリピン英語辞典が刊行される必要がある。しかし、そのためには、フィリピン英語の語彙とは何かという点が明らかにならなければならない。つまり、フィリピンでは、標準英語、フィリピン英語、タガログ語（１）、地方語と様々な言語が並行または混合して使用されているので、語彙に関して、フィリピン英語と標準英語の間の境界線、またはフィリピン英語とタガログ語の間の境界線を、どのように引くかという厄介な問題がある。境界線が定まれば、フィリピン英語の語彙の範囲も定まり、その全貌が明らかになりやすくなる。本稿は、フィリピン英語の語彙の範囲をどのように定めてゆくかという問題を考察し、同時にフィリピン英語の語彙の特徴を述べることを目的とする。

１　フィリピンにおける英語の特徴

　フィリピンの英語について論じる時に、言及しなければならない点は、フィリピンでは、英語が第２言語(ESL)として使われていること、また英語とタガログ語のコード切り替えが頻繁に見られることである。その点に関して次に論じてゆく。（以下続いていく）

